
事業名 施設名 市町村名
総事業費

(事業期間)
事業目的 事業効果の発現状況

対応方針
【改善措置の必要性】

課名

道路事業
 (交通円滑化（国道改築）事
業)
 (地域活力基盤創造交付金事
業)

一般国道351号 長岡市
161億円

(S62～H21)

　本事業区間は、昭和60年の大手大橋暫定
２車線供用以降、長岡駅と長岡市街地中心
部、国道8号を結ぶ重要路線として、交通量
は年々増加傾向にあり、県内の主要渋滞ポ
イントとなったことから、早急な渋滞の解
消・円滑な交通の確保が求められていた。
　本事業により、年々増加傾向にある交通
渋滞の緩和と信濃川左右岸の市街地ネット
ワークの強化が期待できる。

・走行速度が向上し、長岡市中心市街地において円滑な交通が確保され、緊急輸送道
路としての機能が向上した。
（走行速度：24.8km/h→29.2km/h（4.4km/h向上），所要時間：6.8分→5.8分（古正寺
～表町間の移動に対して1.0分の時間短縮））

・大手通り他、周辺の国道8号ならびに長生橋通りにおける各交差点の渋滞緩和が図れ
た。（渋滞延長：3,265m→2,260m　※交差点における渋滞延長の総数）

・自動車からのCO2、NO2、SPMの排出量が減少した
（CO2排出量：573ｔ／年減少（3.1％減）、NO2排出量：414kg／年減少（2.8%減）
　、SPM排出量：23kg／年減少（2.9%減）

特になし

道
路
建
設
課

土木部　公共事業事後評価結果　一覧表

資料－１



事後評価結果（平成 22 年度）一般国道３５１号大手通拡幅事業【評価シート】 

道－1－1 

 

●事業の属性                      

事  業  名（細） 一般国道（改築）事業 （一般国道３５１号 大手通拡幅） 

箇  所  名 新潟県長岡市表町地内～新潟県長岡市古正寺地内 

計 画 諸 元 計画延長 L=3.58km 計画幅員 一般部 W=13.0(36.0)m  橋梁部 W=13.0(23.0)m 

実  施  主  体 新 潟 県 

実  施  方  法 □県単独事業    ■国庫補助事業    □その他（              ） 

財    源 負担割合（国：0.55 県：0.45 市町村：０   ） 

上 位 計 画 等  

 

●事業の概要 

事 業 概 要 

（背景、経過、概要） 

一般国道 351 号は、新潟県栃尾市を起点と し、新潟県小千谷市に至る幹線道路である。 

大手通拡幅での事業区間は、地元町内会、学識経験者で組織さ れた協議会により 策定さ れた｢長岡シンボルロード 計画｣

｢長岡都市景観基本計画｣等の中で｢長岡シンボルロード ｣と して位置付けら れている。 

また、当区間は「第 3 次渋滞対策プログラム」における渋滞区間と して指定さ れている。 

昭和６ ２ 年度事業着手、平成１ ５ 年度から 大手大橋の４ 車線工事を開始し、平成２ １ 年９ 月に全線４ 車線化供用。 

事業の目的、必要性 

本事業区間は、昭和 60 年の大手大橋暫定２車線供用以降、長岡駅と長岡市街地中心部、国道 8 号を結ぶ重要路線とし

て、交通量は年々増加傾向にあり、県内の主要渋滞ポイントとなったことから、早急な渋滞の解消・円滑な交通の確保が

求められていた。 
本事業により、年々増加傾向にある交通渋滞の緩和と信濃川左右岸の市街地ネットワークの強化が期待できる。 

事 業 概 要 図 

（ ポ ン チ 絵 ） 

 

 

 
 

計 画 図 等 （橋梁部） 

   ● 改良前 

 

   ● 改良後 

 

記入日 平成２３年３月１１日 

評価者所属（道路建設課） 

【標準横断図】 単位：ｍｍ 
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Ⅰ期線（上流側） 



事後評価結果（平成 22 年度）一般国道３５１号大手通拡幅事業【評価シート】 
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● 事業の評価 

 

事業費 
 H20 再評価時 ：１６１億円 
 実績 ：１６１億円 

事業期間 
 H20 再評価時 ：昭和 62 年～平成 21 年 
 実績 ：昭和 62 年～平成 21 年 

Ｂ／Ｃ  
総費用  

 
総便益

 
 

基準年
 

費用便益比 
（H20 再評価） 

１．８ １８８億円 ３４６億円 平成２０年 

Ｂ／Ｃ  
総費用  

総便益
 

基準年
 
 費用便益比 

（事後評価） 
１．８ ２１０億円 ３６８億円 平成２２年 

事業費増額の理由 ・特になし 

費
用
対
効
果
の
分
析 

事業遅延の理由 ・特になし 

事業目的に対する事業効果の分析  

 

事
業
効
果
の
発
現
状
況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業実施による環境の変化   

 
・大手通の４車線化により、国道8号ならびに長生橋通りの交通の転換が図られた（周辺ネットワークの渋滞緩和）。 

事業を巡る社会経済情勢等の変化   

事
業
実
施
に
よ
る
環
境
等
の
変
化 

 
・事業区間周辺への郊外型の大型店舗の出店や長岡市役所の駅前への機能移転等に伴い、信濃川を渡河する断面交通量が年々増加するこ

とが予想される。 
 

改善措置の必要性  

 ・特になし 

同種事業の計画・調査のあり方や実施中の事業に反映すべき事項  

対 

応 

方 

針 

(

案) 

 ・特になし 

【実績】 
○所要時間の短縮 
供用区間において所要時間が平均約１．０分短縮（古正寺～表町区間） 
混雑時旅行速度 ２４．８km/h（供用前） ⇒ ２９．２km/h（供用後） 

 平均所要時間 ６．８分（供用前） ⇒ ５．８分（供用後） 
 
○川西地区と川東地区を連絡する３つの幹線道路について 
（国道８号・大手通り・長生橋通り） 
渋滞損失時間（供用前）：１７０．２万人・時間/年 
渋滞損失削減時間：２７．７万人・時間/年 
（１７０．２人・時間/年⇒１４２．５万人・時間/年） 

 
○沿道環境の改善 
ＣＯ２、ＮＯ２、ＳＰＭの年間排出量が減少 
ＣＯ２排出量：５７３ｔ／年減少（３．１％減） 
ＮＯ２排出量：４１４ｋｇ／年減少（２．８％減） 
ＳＰＭ排出量： ２３ｋｇ／年減少（２．９％減） 
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● 事業効果説明資料 （参考） 
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● 事業効果説明資料 （参考） 
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● 事業効果説明資料 （参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①大手大橋部①大手大橋部
４車線化前４車線化前

②古正寺交差点部②古正寺交差点部 ③西詰交差点部③西詰交差点部

③③

①①

４車線化後 ４車線化後４車線化後４車線化後４車線化後

４車線化前４車線化前 ②②

４車線化前４車線化前

４車線化後４車線化後

４車線化前４車線化前④④ ⑤⑤

④長生橋左岸部④長生橋左岸部

４車線化後４車線化後

⑤大島交差点方面⑤大島交差点方面

①①

②②

③③

④④

⑤⑤
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